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◆はじめに 

・本大会では、日本学生オリエンテーリング選手権大会実施規則（以下「実施規則」とす

る）第２条に定められた競技（『選手権の部』）を実施する。同時に、『選手権の部』に出

場しない学連加盟員のための競技（『一般の部』）を併設開催する。 

・『選手権の部』に出場できるのは、実施規則第４条２項に定められた「選手登録名簿」に

記載された選手に限られる。『一般の部』には、クラシック・リレーのそれぞれについて、

「選手登録名簿」に記載されていて『選手権の部』に出場しない選手のほか、実施規則第

４条１項に該当しない学連加盟員（過年度生など）が出場できる。 

 

◆ 日程 

2001年 3月  8日（木）：モデルイベント（愛知県南設楽郡作手村） 

            9日（金）：モデルイベント（   同     上  ） 

                      開会式（愛知県新城市，新城文化会館） 

           10日（土）：クラシック競技（愛知県南設楽郡作手村） 

           11日（日）：リレー競技（愛知県南設楽郡作手村） 

             閉会式 

 

◆地図 

・クラシック 

 縮尺 １：１５０００、等高線間隔 ５ｍ 、走行可能度４段階表示 

・リレー 

 縮尺 １：１００００、等高線間隔 ５ｍ 、走行可能度４段階表示 

＊いずれの地図も、ＯＣＡＤ を利用したコンピュータ作図である。 

＊当該インカレでは，実施規則第１６条３項における以下の内容を不適用とし，これ

を削除する。 

  「クラシックとリレーには同一の縮尺が用いられる。」 

＊競技に使用するエリアには、２つの過去のオリエンテーリング用地図が存在し、ク

ローズテレインに指定されている。上記の地図、三河ＯＬＣ作成「鬼久保」、愛知大

学ＯＬＣ作成「須山善福寺」のカラーコピーを本要項と同時に各校に配布する。 

 

 

 

 



◆トレーニングに関する情報 

 【2000/5/19実行委員会発表（いぶきVOL.17 NO.1）内容を含む。】 

・モデルイベントを以下のように開催する。 

  実施期間  3月 8日（木）、 3月9日（金） 

  場所      愛知県南設楽郡作手村 

・モデルイベントには，5月4日に行われた「公認愛知大会」のテレイン「曲り峠」の一部

を使用する。尚、モデルイベント用地図は例年通り要項４（プログラム）と同時に、2月

下旬配布を行う。 

・モデルイベント用地図は実際に競技に使用する地図と同一の仕様とする。 

・2001年 3月 7日までの間、三河ＯＬＣ作成「曲り峠」の使用が可能である。但しその使

用に当たっては、三河ＯＬＣ（実行委員会兼）の担当者である下記まで連絡し、その際

に指示された事項を遵守の上使用する事。 

      連絡先：安斎秀樹(anzai@orienteering.com) 

・立入禁止区域に隣接しているため、宿舎等の選定に当たっては注意する事。担当者が推

奨宿、および使用禁止の宿について指示を行うのでそれに従う事。 

・「公認愛知大会」の会場となった「鬼久保ふれあい広場」は立入禁止区域内なので注意

する事。 

＜補足＞現在、当該テレイン付近に使用可能なテレインが残念ながら他に存在せず、最も 

    近いテレインへの移動に車で１時間程度かかるので、その点を了解した上で使用 

    を検討の事。 

 

◆選手権の部 

・実施規則に定められた次の４つの競技を実施する。今後、便宜上（ ）内の略称を使用す

ることがある。 

 

男子クラシック（ＭＥ） 

女子クラシック（ＷＥ） 

男子リレー（ＭＥ） 

女子リレー（ＷＥ） 

 

   

・クラシック・リレーの各種目上位６位までを表彰する。また、クラシックのＭＥ・ＷＥ

において、今年度学連初登録者で最も成績の良かった選手を特別表彰する。 

・クラシック選手権の地区学連配分枠 

 

 北東 北信越 関東 東海 関西 中九四 合計 

男子 14 10 48 3 12 3 90 

女子 8 6 29 3 11 3 60 

 

 

 



◆チームオフィシャルについて 

・各加盟校及び各準加盟校は、選手登録者とは別に、選手を支援する者（チームオフィシ

ャル）を同行させることができる。チームオフィシャルは、日本学連の加盟員、評議員、

賛助会員とする。各加盟校及び各準加盟校に認められるチームオフィシャルの人数は以

下の通りとする。 

  男子の選手登録に対して、 

    選手権の部（男子リレー）にチームを出場させる場合  ２名 

    選手権の部（男子リレー）にチームを出場させない場合 １名 

  女子の選手登録に対して、 

    選手権の部（女子リレー）にチームを出場させる場合  ２名 

    選手権の部（女子リレー）にチームを出場させない場合 １名 

 

◆一般の部 

・以下の各クラスの競技を実施する。今後、便宜上「一般学生クラス」という名称を用い

ることがある。エントリーに際しては「申込の手引き」を参考にすること。 

 

 

 ○クラシック（ 3月10日） 

   クラス  レベル   エントリー資格 

    ＭＡ  男子上級  学連登録２年度目以上のもの 

    ＭＢ  男子初級  学連登録者（登録年数は問わない） 

    ＭＦ  男子中級  今年度学連初登録者のみ 

    ＷＡ  女子上級  学連登録２年度目以上のもの 

    ＷＢ  女子初級  学連登録者（登録年数は問わない） 

    ＷＦ  女子中級  今年度学連初登録者のみ 

 

 

・各クラスとも、人数によって複数のクラスに分割することがある。表彰は各クラスとも

上位３位まで行なう。 

 

 

 ○リレー（ 3月11日） 

   クラス   対象  チーム編成 

    ＭＵ   男子   ３名 

    ＷＵ   女子   ３名 

    ＸＵ  男女混合  ３名 

    ＭＳ   男子   なし（個人によるスプリント競技） 

    ＷＳ   女子   なし（個人によるスプリント競技） 

 

 

・出場者の学連登録年数は問わない。 

・ＭＵ、ＷＵ、ＸＵは同一校に所属する者で構成することが望ましい。構成員の所属が複

数校にまたがるチームの参加も可能であるが、各校につき２チームまでに限られる。 



・ＷＵ、ＸＵの難易度は同程度とする。 

・表彰は、ＭＵ、ＷＵ、ＸＵはそれぞれ上位３チーム、ＭＳ、ＷＳはそれぞれ上位１名に

行なう。 

・ＭＵ、ＷＵ、ＸＵにおいて、今年度初登録者のみで構成されたチームのうち、最も成績

の良かったチームを特別表彰する。 

・各クラスとも、チーム数によってクラスの統合あるいは分割を行なう場合がある。 

 

◆宿泊・輸送 

・参加者は、大会期間中は主管者が指定する宿舎に宿泊するものとする。宿舎から競技エ

リアまでの輸送はバスで行なう。宿泊の申し込みについては、11月中旬に配付される「申

込の手引き」に従うこと。 

 

◆参加費・輸送費・宿泊費 

・参加費 9000円 

 ＊選手・チームオフィシャルとも、参加の形態ならびに参加日数にかかわらず、参加費

は同額である。 

 ＊参加費にはプログラム（要項４）、大会報告書の他、競技に必要な費用を含んでいる。 

 ＊後述する「遅れエントリー」では、割り増し料（1000円）が必要となる。 

    詳細は「申込の手引き」を参照すること。 

・バス輸送費、宿泊費、保険料、弁当代 1日につき¥11,000（税別）、全日程参加で¥22,000

（税別）とする。但し、3月9日の開会式会場から宿泊地への交通費は含まれない。 

・選手権の部：参加割り増し料（E-card使用料を含む） 

 クラシック 男子・女子とも１人につき  1500円 

 リレー    男子１チームにつき     6000円 

         女子１チームにつき      4500円 

 

◆申込方法 

・「申込の手引き」および「申込用紙」を11月17日までに各加盟校および準加盟校（以下

「各校」と略す）渉外代表者および各地区学連事務局長に送付する。期限を過ぎても届

かない場合は、日本学連事務局まで連絡すること。 

・10月31日までに参加資格を得た者について、加盟員の選手登録、およびチームオフィシ

ャルの登録を「通常エントリー」として受け付ける。チームオフィシャル登録について

は、「チームオフィシャルについて」の項に従い申込に不備の無い様注意する事。 

・通常エントリーの際にはクラシック（一般の部）の各人の参加クラスとリレーのクラス

別参加チーム数（選手権の部を含む）を記入する必要がある。申込用紙送付から締め切

りまでの期間が短いので事前に各校で調査しておくことが望ましい。なおクラシック・

リレーとも競技前日には指定された施設に宿泊しなければならないのでそのことにも注

意すること。 

・11月 1日から12月31日までに参加資格を得た学生・チームオフィシャル、および、通常

エントリー締め切り後に新たに参加を希望した学生・チームオフィシャルについては「遅



れエントリー」を適用する。「遅れエントリー」に対しては、割り増し料を徴収する。事

務手続きの簡略化のためにも、10月31日までに加盟登録ならびに賛助会員・評議員登録を

済ませ、できる限り「通常エントリー」で申込すること。 

・クラシック（選手権の部）の選手登録を「クラシック選手権登録」として受け付ける。「ク

ラシック選手権登録」は「通常エントリー」での参加クラスを各地区学連が変更すること

で行われる。 

・ 1月19日までに「参加費納付の手引き」を各校ならびに各地区学連に送付する。特別な

事情がある場合を除き、一度登録した者の参加費については納付しなければならない。

「欠場届」が 1月13日以降に受理された場合、宿泊・輸送費のキャンセル料を引いた分の

返還は大会終了後になるため、参加費納付時には全額納付する必要がある。 

 

以上の申込締め切りと担当者の関係は以下のようになる。 

 

              締切（必着）  担当者 

 通常エントリー     12月 1日    各校渉外代表者 

 遅れエントリー     1月26日（注） 各校渉外代表者 

 クラシック選手権登録  1月12日    地区学連事務局長 

 参加費納付       1月26日    各校渉外代表者 

                    地区学連事務局長（クラシックＭＥ・ＷＥ割増分） 

 

 （注）但し 1月13日以降に遅れエントリーを行なった場合、要項４（プログラム）掲載 

    のスタートリストに反映されないことがあるので、 1月12日までに提出するよう 

    強く要望する。 

・申込方法や参加費などの詳細については「申込の手引き」を参考にすること。 

 

◆併設大会 

・これまでに挙げた競技（選手権の部・一般の部）とは別に、一般を対象とした併設大会

を、 3月10日（土）および 3月11日（日）に実施する。詳細は後日発表する。なお、この

競技には、原則として学連加盟員は参加できない。 

 

◆観戦 

・開会式、クラシック、リレーおよび閉会式の観戦を受け入れる。当日受付も実施する。

詳細は後日発表する。 

 

◆その他 

・クラシックおよびリレーの選手権の部において、記印手段（パンチングシステム）とし

てＥＭＩＴシステムを採用する。 

（要項２ 終わり） 


